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福祉を取り巻く状況

１．介護人材の現状と今後の推計

２．介護福祉士の養成課程

３．福祉系高校の現状とその評価
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我が国の人口構造の推移と見通し

出典 内閣府編「少子化社会対策白書 平成26年版」

1. 介護人材の現状と今後の推計

4
厚生労働省資料より
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2. 介護福祉士の養成課程
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○ 平成１９年の「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正により、介護人
材の資質向上を図る視点から、資格取得方法を一元化（全ての者に一定
の教育プロセスや実務経験を経た後に国家試験義務付けを行う（平成２
４年度施行））

○ 平成２３年に、新たな教育内容(喀痰吸引等)を踏まえ、一部の施行日
を３年間延期（平成２４年度→２７年度施行へ)

○ 平成２６年、介護人材確保が困難な状況等を踏まえ、「医療・介護総
合確保推進法」により、介護福祉士資格取得方法の一元化の延期（平成
２８年度施行へ）、介護人材確保の方策についての検討を行う旨規定

介護福祉士資格取得方法の一元化に向けた経緯について

※ 福祉系高校は平成19年の法改正による教科目、時間数、教員要件、教科目
の内容等の基準を全て満たして実施している。

また、平成23年の法改正による医療的ケアに関する時間数、教員要件等を
満たすべく各学校で創意工夫の上、実施している。
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3. 福祉系高校の現状とその評価

「福祉」に関する学科等の課程設置状況 (平成27年度)

・介護福祉士国家試験受験可能校(福祉系高等学校)
１０２校 ・ １０２課程

※ 専攻科 １校含む・・・国家試験受験

・介護福祉士国家試験受験可能校(特例高等学校)
２８校 ・ ２８課程

・実務者研修 １３校 (通信形態を含む)

・介護職員初任者研修 ２６５校

(文部科学省資料より)
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(全国福祉高等学校長会 加盟校調査）

受　験　年　度 平成20年度
（H21.3卒者）

平成21年度
（H22.3卒者）

平成22年度
（H23.3卒者）

平成23年度
（H24.3卒者）

平成24年度
（H25.3卒者）

平成25年度
（H26.3卒者）

（回答）受験校数 168 169 154 102 105 107

受　検　者　数 4,162 3,904 3,265 2,522 2,688 2,547

合　格　者　数 2,688 2,492 2,158 2,102 2,258 2,234

（合　格　率） 64.6% 63.8% 66.1% 83.3% 84.0% 87.7%

回答校数 7 14

受検者数 47 90

合格者数 38 67

(合 格 率) 80.9% 74.4%

（参考）特例高校

旧カリキュラム
新カリキュラム
（福祉系高校）

福祉系高校の介護福祉士国家試験の合格率



11

福祉系高校の進路概況

（全国福祉高等学校長会 加盟校調査）

平成20年度
（H21.3卒者）

平成21年度
（H22.3卒者）

平成22年度
（H23.3卒者）

平成23年度
（H24.3卒者）

平成24年度
（H25.3卒者）

平成25年度
（H26.3卒者）

3,542 3,105 2,366 2,683 2,610 2,547

内、福祉関係就職者数（Ｂ 2,000 2,099 1,684 2,038 2,099 2,047

（福祉就職率）Ｂ/Ａ％ 56.5% 67.6% 71.2% 76.0% 80.4% 80.4%

4,568 4,314 2,827 3,122 2,466 2,460

内、福祉関係進学者数（Ｄ 1,788 1,537 1,298 1,367 1,391 1,290

（福祉進学率）Ｄ/Ｃ％ 39.1% 35.6% 45.9% 43.8% 56.4% 52.4%

卒　業　年　度

 就　職　者　数          （Ａ

 進　学　者　数          （Ｃ

12厚生労働省資料より



福祉系高校を卒業し、福祉分野に就職した者の離職率
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平成15年4月新卒就職者 平成16年4月新卒就職者 平成17年4月新卒就職者

平成18年9月15日現在 離職率

福祉系高校 13.5％ 10.1％ 4.7％

平成18年3月31日現在離職率

高校（全体） 49.8％ 39.5％ 24.8％

大学 35.7％ 26.8％ 15.0％
（全国福祉高等学校長会 加盟校調査）
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① 福祉系高校等の介護福祉士を採用する理由

福祉系高校等の卒業生を受け入れている施設

(平成26年度 全国福祉高等学校長会 加盟校調査)

素直で施設方

針等に馴染み

やすい
42.6%

一生懸命であ

る
23.2%

明るく元気で

ある
19.6%

低い給与で採

用できる
1.0%

その他
13.6%

Ａ）採用理由

479施設
（100%）

・ 実習で施設の方針や環境等を
知り、その施設を希望する生徒
あり。定着率が高い。

・施設側からは、福祉に対する志
が高く、介護職として働く意欲と
希望があり、育て甲斐がある。

・若さと初々しさで一生懸命取り
組む姿が高齢の利用者には好
感をもたれる。

自由記述

福祉施設からの評価
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② 福祉系高校等の介護福祉士の良いところ

指示に対して

素直に業務を

遂行する
42.0%

明るく

元気

である
10.6%

積極的に業務

に取組む
16.3%

向上心がある
23.6%

その他
7.5%

Ｂ）高校卒の介護福祉士

の良いところ

479施設
（100%）

・積極的に業務に取り組み、明るく笑
顔で接している姿に先輩職員が学
ぶものがある。

・目標をもって福祉系高校に進み就
職しているので、やる気があり、退
職しにくく離職率が低い。

・国家試験に合格してきているため、
現状で満足せずに積極的にキャリ
アアップに取り組む。

自由記述
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もっと高い知

識と技術（実

習経験）
11.3%

他人の気持ち

を理解できる

こと
38.8%

明るく元気で

ある

16.5%

挨拶・返事が

できること
24.0%

その他
9.4%

Ｄ）高校福祉科（福祉系

高校）に望むこと

479施設
（100%）

③ 高校福祉科(福祉系高校)に望むこと

・知識・技術の基礎はしっかりできて
いる。

・社会のマナーや一般常識・教養を
身に付けてほしい。

・人材不足である今、将来、福祉の
仕事を志す高校生が増えるように
福祉の魅力を社会に伝えられる仕
組みを学校と施設ともに協力し合
い検討していきたい。

自由記述
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④〔高校卒業の介護福祉士〕と〔専門学校以上卒業の介護福祉士〕の差について

差がある
21.9%

差はない
10.4%

ないとも言え

ない
9.6%

個人差の

問題
58.0%

Ｅ）高校卒と専門卒の

介護福祉士の差

479施設
（100%）

・個人差の問題であるとしたのが半
数以上である。

・福祉系高校で学んだ有資格者の
方が3年間の学びでの知識や介
護技術の内容が濃く、自分のなり
たい姿についてしっかりとした考
えをもっている。

・高校卒の採用者の方が離職者も
少なく安定した勤務ができている。

・高校卒の介護福祉士の方が介護
の仕事が好きであり、適応性が高
いと感じる。

自由記述
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福祉系高校の存在意義

④ 介護福祉士の資質向上のためには養成校で学んだ人の方
が良いという意見もあるが、上級学校に行けば専門職として
のアイデンティティ等が自然に備わるものではない。

③ 早い段階から目的意識を持って学ぶことにより、介護の仕事
に対するモチベーションを高めるとともに、将来のなりたい姿
について自分の考えを持つことができる。

① 長期間の現場実習体験により、自らが選択した福祉に携わ
る夢や希望と、職場での現実とのギャップに負けない信念や
前向きな気持ちを持つようになる。

② 地元の福祉施設で実習を行っているため、地元での就職が
多く、就職後1年目に多い不安要素も家族により軽減されて
いることもあり、職場への定着率が高い。
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① 「全国高校生介護技術コンテスト」の実施 (今年度で４回目)
(全国福祉高等学校長会主催)
課題の提示、介護技術、生徒の自己アピール、審査員からの質疑応答

介護者の現場対応力を問われる課題

高校福祉科における活動

③ 地域や産業界等と連携して取り組んでいる例
社会福祉協議会、社会福祉施設、特別支援学校、保育園等との連携
がみられる

② 「社会福祉・介護福祉検定」 今年度が第１回、３級と４級を実施
(全国福祉高等学校長会主催)

③ 介護員養成研修事業の実施
実務者研修、介護職員初任者研修
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今後必要な支援、条件整備について

② 教員養成に関する課題
教科「福祉」の教員要件を満たす人材の確保が困難である。
教科「福祉」の教員免許 ＋介護福祉士(看護師)等の資格 ＋５年以上の実務経験

大学での教員養成では介護福祉士、看護師の資格取得を条件としていな
い。

また、資格取得後５年以上の実務経験を課せられていることは、大学卒業後
すぐには教員になれないということである。

③ より質の高い専門職の養成について
法制的にその立ち位置を保障すれば全体として介護福祉士の質が向上して
いく仕組みを作ることが必要である。

① 介護福祉士の資格取得方法の一元化
福祉系高校は平成19年の法改正以来、平成23年の医療的ケアの導入等、
新制度を6年間先行実施している。

資格取得方法の一元化は、介護福祉士の質が担保され、社会的評価を高
め、結果的に介護人材の確保に貢献する。
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